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資料 １ 

令和７年度 昭和館運営事業の実施状況について 

（令和８年１月末日現在） 

 

１ 昭和館入場者状況 

（１）総入場者数 

２２３，１７９人（６年度同期 ２４３，１４４人 対比８．２％減） 

なお、平成１１年度以降の入場者総数は、７，２５３，５６１人となった。 

 

（２）各展示室等の入場者内訳 

 
令和７年度入場者数 

（令和７年４月～令和８年 1月） 

令和６年度同期入場者数 

（令和６年 4月～令和７年 1月） 
対比 

ア 常設展示室 ５５，７３０人 ５０，４６０人 １０．４％増 

 個人有料入場者 ２７，０８６人 ２２，３０８人 １６．２％増 

団体入場者 ２２，３０５人 ２１，８３０人 ２．２％増 

無料入場者 ６，３３９人 ５，３２２人 １９．１％増 

イ 映像・音響室 ３０，３８３人 ２８，２１６人 ７．７％増 

ウ 図書室 １３，３０７人 １１，８６７人 １２．１％増 

エ 特別企画展 ９２，１２４人 ９９，９０２人 ７．８％減 

オ ニュースシアター ３１，６３５人 ５２，６９９人 ４０．０％減 

    計 ２２３，１７９人 ２４３，１４４人 ８．２％減 
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２ 広報活動の実施状況 

（１）昭和館事業のＰＲ活動等 

昭和館事業内容のＰＲのため、東京メトロ九段下駅４出口、東西線２番ホームの電飾掲示板

に掲示し事業内容のＰＲ活動を行った。 

さらに、東京メトロ・東京都交通局一日乗車券特典ガイド「ちかとく」、ＪＴＢや千代田区

等のガイドブック、毎月発行される千代田区報等に当館の紹介記事を掲載した。 

また、昭和館が「戦中、戦後の国民生活上の労苦」とともに、その背景にあった戦争に関す

る展示や資料収集等も幅広く行っている施設であることを、より適切に情報発信していくため、

広報物の表記を一部変更した。（詳細は次ページ参照） 

その他、読売新聞、東京新聞、産経新聞、日本教育新聞等に広報記事を掲載した。 

 

（２）広報資料の送付等 

ア 資料９頁の広報活動状況のとおり、「昭和館館報」については、令和７年８月に東京都特別区、

各省庁図書館等に対して送付した。なお、都道府県遺族会、類似施設、大学図書館等には「昭和

のくらし研究」を送付した。 

イ 令和７年６月上旬に１都３県の公立小学校に「昭和館だより第４３号」を送付した。 

ウ さらに、１都３県の公立小学校へ「作文コンクール」のチラシ、１都３県の公立小・中・高等

学校へ「次世代の語り部講話派遣」のチラシを送付し周知を図った。 

エ 上記とは別に令和７年５月から６月にかけて２３区・９市の校長会を訪問し「昭和館だより」

「貸出キット」「昭和館リーフレット」「次世代の語り部講話派遣」「作文コンクール」のチラシを

配付し、令和７年１２月上旬に千代田区の小学校の全校生徒、千代田区を除く２２区と９市の小

学校と昭和館へ来館した小・中学校へ「昭和館だより第４３号」を送付した。 

さらに、１２月上旬までに来館した中学校と高等学校に対して、「中学生・高校生ポスターコン

クール」のチラシとポスターを送付した。 

オ また、東京都小学校社会科研究会で「昭和館だより４３号」「貸出キット」「作文コンクール」

「次世代の語り部講話派遣」のチラシを配付した。 

 

（３）「昭和館だより」の発行 

昭和館の活動を学校等に随時伝えるため、「昭和館だより第４３号」を、令和７年５月に発行

し、（２）に記載した教育関係機関に発送した。  

 

（４） 昭和館の刊行物の発刊 

ア 令和６年度の昭和館の活動状況をまとめた「昭和館館報」（第２６号）を令和７年７月に発刊し

た。 

イ 「昭和のくらし研究」（第２４号）を戦後８０年記念号として令和７年１２月に発刊した。 
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国
会

図
書

館

２
　

全
国

の
学

校
等

へ
の

広
報

資
料

の
送

付

１
都

３
県

の
公

立
小

学
校

１
都

３
県

の
公

立
中

・
高

等
学

校

東
京

都
の

校
長

会
（

2
3
区

・
9
市

）

配
布

依
頼

し
た

小
学

校

　
千

代
田

区
の

小
学

校
（

全
校

生
徒

）

　
東

京
都

の
小

学
校

（
2
2
区

・
9
市

）
各

3
0
部

来
館

小
・

中
学

校
（

東
京

2
3
区

・
9
市

以
外

）
各

3
0
部

来
館

中
・

高
等

学
校

東
京

都
小

学
校

社
会

科
研

究
会

月
例

会

東
京

都
小

学
校

社
会

科
研

究
会

（
夏

季
研

究
会

）

ー
2
0
2
5
年

 5
月

、
6
月

3
5
0

3
5
0

3
5
0

　

2
5
8

2
5
5

(1
,0

4
9
)

3
,2

5
0

3
,7

7
2

ー

7
,6

5
0

(3
1
,4

7
0
)

ー

(8
)

(3
,5

7
3
)

ー

1
0
0

1
0
0

2
2

2
0
2
5
年

8
月

2
5
5

ー

1
,0

5
7

3
5
,0

4
3

ー

1
,0

5
7

1
,0

5
7

1
,0

5
7

広
報
対
象
機
関
名

学
校
数
等

学
校
向
け
広
報
誌

語
り
部
講
話
派
遣

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

「
昭
和
館
だ
よ
り
4
3
号
」

の
チ
ラ
シ

の
チ
ラ
シ

学
校
向
け
広
報
誌

の
チ
ラ
シ

の
チ
ラ
シ

の
チ
ラ
シ

「
昭
和
館
だ
よ
り
4
3
号
」

ー ー

実
施
時
期

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

ー
ー

ー2
5
5

2
0
2
5
年

1
2
月

ー
ー

1
,0

5
7

広
報
対
象
機
関
名

学
校
数
等

広
　

　
報

　
　

活
　

　
動

　
　

状
　

　
況

１
　

地
方

公
共

団
体

等
へ

の
「

昭
和

館
館

報
」

「
昭

和
の

く
ら

し
研

究
」

の
送

付

2
2

ー

実
施
日

ーー2
3

館
報
2
6
号

ー1
9
7

2
4
9

4
7

語
り
部
講
話
派
遣

ー

昭
和
の
く
ら
し
2
3
号

貸
出
キ
ッ
ト

実
施
時
期

の
チ
ラ
シ

2
5
8

ー

2
0
2
5
年

6
月

ーー

3
,7

7
2

3
,7

7
2

3
,2

5
0

ー

3
,7

7
2

ー

2
0
2
5
.8

.2
2

2
0
2
5
.6

.1
9

1
0
0

1
0
0

1
0
0

3
5
0

3
5
0
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広
報

媒
体

掲
  

載
方

　
　
法

内
　
　
　
容

実
施

時
期

備
考

W
E

B
東

京
観

光
G

O
 T

O
K

Y
O

（
東

京
観

光
財

団
）

紹
介

記
事

昭
和

館
の

案
内

通
年

無
料

W
E

B
ち

か
と

く
W

E
B

紹
介

記
事

昭
和

館
の

案
内

通
年

無
料

W
E

B
千

代
田

区
観

光
協

会
Ｈ

Ｐ
紹

介
記

事
昭

和
館

の
案

内
通

年
無

料

W
E

B
Ｊ
Ａ

Ｆ
ナ

ビ
紹

介
記

事
昭

和
館

の
案

内
通

年
無

料

W
E

B
J
N

T
O

（
日

本
政

府
観

光
局

）
紹

介
記

事
昭

和
館

の
案

内
通

年
無

料

W
E

B
ナ

ビ
タ

イ
ム

W
E

B
紹

介
記

事
昭

和
館

の
案

内
通

年
無

料

W
E

B
G

o
o
g

le
紹

介
記

事
昭

和
館

の
案

内
通

年
無

料

W
E

B
千

代
田

区
ミ

ュ
ー

ズ
＆

シ
ア

タ
ー

マ
ッ

プ
（

日
・
英

）
紹

介
記

事
昭

和
館

の
案

内
通

年
無

料

W
E

B
メ

ト
ポ

会
員

証
サ

ー
ビ

ス
（

期
間

限
定

）
紹

介
記

事
昭

和
館

の
案

内
2

0
2

5
.1

2
.1

～
2

0
2

6
.1

.3
1

無
料

W
E

B
宅

建
W

E
B

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

2
0

2
5

.1
0

無
料

会
報

誌
宅

建
1

0
月

号
紹

介
記

事
昭

和
館

の
紹

介
2

0
2

5
.1

0
.1

0
発

行
無

料

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

歩
く

地
図

東
京

散
歩

紹
介

記
事

昭
和

館
の

案
内

2
0

2
5

.3
.3

0
発

行
無

料

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

東
京

観
光

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ガ
イ

ド
2

0
2

5
紹

介
記

事
昭

和
館

の
案

内
2

0
2

5
.3

発
行

無
料

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

「
日

本
の

歴
史

」
３

巻
紹

介
記

事
昭

和
館

の
紹

介
2

0
2

5
.4

発
売

無
料

ガ
イ

ド
マ

ッ
プ

千
代

田
区

ミ
ュ

ー
ズ

＆
シ

ア
タ

ー
マ

ッ
プ

（
日

・
英

）
紹

介
記

事
昭

和
館

の
案

内
2

0
2

5
.6

発
行

無
料

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

東
京

２
３

区
　
く

つ
ろ

ぎ
の

超
個

性
派

美
術

館
・
博

物
館

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

2
0

2
5

.6
.2

4
発

売
無

料

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

学
び

と
つ

な
が

る
修

学
旅

行
ガ

イ
ド

（
東

京
編

）
紹

介
記

事
昭

和
館

の
紹

介
2

0
2

5
.1

0
発

行
無

料

広
報

誌
ち

よ
だ

生
涯

学
習

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

紹
介

記
事

昭
和

館
の

案
内

2
0

2
5

.6
発

行
無

料

広
報

誌
広

報
千

代
田

イ
ベ

ン
ト

案
内

昭
和

館
の

紹
介

（
特

別
企

画
展

・
写

真
展

・
資

料
公

開
コ

ー
ナ

ー
）

通
年

無
料

広
報

誌
東

京
人

 ９
月

号
イ

ベ
ン

ト
案

内
昭

和
館

の
紹

介
（

夏
の

特
別

企
画

展
）

2
0

2
5

.8
.3

発
売

無
料

広
報

誌
月

間
「

ガ
バ

ナ
ン

ス
」

９
月

号
イ

ベ
ン

ト
案

内
昭

和
館

の
紹

介
（

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

）
2

0
2

5
.9

.１
発

行
無

料

広
報

誌
道

具
学

会
Ｎ

ｅ
ｗ

ｓ
イ

ベ
ン

ト
案

内
昭

和
館

の
紹

介
（

写
真

展
）

2
0

2
5

.1
0

～
2

0
2

6
.1

無
料

新
聞

東
京

新
聞

メ
ト

ロ
ポ

リ
タ

ン
プ

ラ
ス

イ
ベ

ン
ト

案
内

昭
和

館
の

紹
介

（
春

の
特

別
企

画
展

）
2

0
2

5
.4

.3
0

無
料

新
聞

東
京

新
聞

メ
ト

ロ
ポ

リ
タ

ン
プ

ラ
ス

イ
ベ

ン
ト

案
内

昭
和

館
の

紹
介

（
夏

の
特

別
企

画
展

）
2

0
2

5
.8

.2
0

無
料

新
聞

読
売

新
聞

（
広

島
版

）
紹

介
記

事
昭

和
館

の
紹

介
（

広
島

巡
回

展
）

2
0

2
5

.5
.3

0
無

料

新
聞

中
国

新
聞

（
広

島
版

）
紹

介
記

事
昭

和
館

の
紹

介
（

広
島

巡
回

展
）

2
0

2
5

.6
.1

無
料

新
聞

東
京

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
関

連
施

設
を

め
ぐ

る
パ

ネ
ル

展
）

2
0

2
5

.7
.2

無
料

新
聞

毎
日

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
関

連
施

設
を

め
ぐ

る
パ

ネ
ル

展
）

2
0

2
5

.7
.9

無
料

新
聞

神
奈

川
新

聞
紹

介
記

事
昭

和
館

の
紹

介
（

写
真

展
）

2
0

2
5

.4
.7

無
料

新
聞

東
京

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
オ

ー
ラ

ル
ヒ

ス
ト

リ
ー

）
2

0
2

5
.5

.7
無

料

新
聞

日
経

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
写

真
展

）
2

0
2

5
.5

.2
4

無
料

新
聞

読
売

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
写

真
展

）
2

0
2

5
.6

.5
無

料

3
　
公

共
交

通
、
新

聞
へ

の
ポ

ス
タ

ー
、
広

告
等

掲
載
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広
報

媒
体

掲
  

載
方

　
　
法

内
　
　
　
容

実
施

時
期

備
考

新
聞

毎
日

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

説
明

2
0

2
5

.8
.1

5
無

料

新
聞

東
京

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

説
明

2
0

2
5

.8
.1

8
無

料

新
聞

朝
日

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
語

り
部

）
2

0
2

5
.8

.2
4

無
料

新
聞

毎
日

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
写

真
展

）
2

0
2

5
.1

2
.1

0
無

料

新
聞

朝
日

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
行

幸
啓

）
2

0
2

5
.1

2
.2

2
無

料

新
聞

産
経

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
行

幸
啓

）
2

0
2

5
.1

2
.2

2
無

料

新
聞

東
京

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
行

幸
啓

）
2

0
2

5
.1

2
.2

2
無

料

新
聞

毎
日

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
行

幸
啓

）
2

0
2

5
.1

2
.2

3
無

料

新
聞

産
経

新
聞

紹
介

記
事

昭
和

館
の

紹
介

（
行

幸
啓

）
2

0
2

5
.1

2
.2

7
無

料

広
報

媒
体

掲
  

載
方

　
　
法

内
　
　
　
容

実
施

時
期

備
考

公
共

交
通

都
営

地
下

鉄
新

宿
線

（
出

口
4

）
電

飾
掲

示
板

昭
和

館
の

案
内

通
年

有
料

公
共

交
通

東
京

メ
ト

ロ
東

西
線

九
段

下
駅

（
2

番
ホ

ー
ム

）
電

飾
掲

示
板

昭
和

館
の

案
内

通
年

有
料

広
報

誌
千

代
田

さ
く

ら
祭

り
公

式
ガ

イ
ド

M
A

P
イ

ベ
ン

ト
案

内
昭

和
館

の
紹

介
（

春
の

特
別

企
画

展
）

2
0

2
6

.3
発

行
予

定
有

料

新
聞

広
告

デ
イ

リ
ー

ス
ポ

ー
ツ

新
聞

イ
ベ

ン
ト

案
内

昭
和

館
の

紹
介

（
春

の
特

別
企

画
展

）
2

0
2

5
.4

.4
～

4
.1

1
有

料

新
聞

広
告

東
京

新
聞

イ
ベ

ン
ト

案
内

昭
和

館
の

紹
介

（
春

の
特

別
企

画
展

）
2

0
2

5
.4

.2
0

有
料

新
聞

広
告

読
売

新
聞

イ
ベ

ン
ト

案
内

昭
和

館
の

紹
介

（
春

の
特

別
企

画
展

）
2

0
2

5
.4

.2
4

有
料

新
聞

広
告

日
本

教
育

新
聞

イ
ベ

ン
ト

案
内

昭
和

館
の

紹
介

（
夏

の
特

別
企

画
展

・
案

内
）

2
0

2
5

.6
.1

6
有

料

新
聞

広
告

埼
玉

新
聞

イ
ベ

ン
ト

案
内

昭
和

館
の

紹
介

（
写

真
展

）
2

0
2

5
.7

.3
有

料

新
聞

広
告

読
売

新
聞

イ
ベ

ン
ト

案
内

昭
和

館
の

紹
介

（
夏

の
特

別
企

画
展

）
2

0
2

5
.7

.2
0

有
料

新
聞

広
告

東
京

新
聞

イ
ベ

ン
ト

案
内

昭
和

館
の

紹
介

（
夏

の
特

別
企

画
展

）
2

0
2

5
.7

.2
0

有
料
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（５）昭和館ホームページ 

常設展示室の展示替えをはじめ、特別企画展や巡回特別企画展、写真展や資料公開コーナー

の展示案内、紙芝居上演会、夏休み限定イベント「なぞ解きで学ぶ！昭和の歴史」、SPレコー

ド鑑賞会や戦後８０年企画として、記憶の継承作文コンクール、記念シンポジウム、特別映画

上映会、スタンプラリー、といった催し物の案内に加えて、次世代の語り部事業についても、

定期講話会の最新情報発信のため、随時内容更新を行った。 

また、１～２月の常設展示室休室期間中は、ホームページの「おうちでバーチャル見学」の

スライドバナーを先頭に移動し、従来のバーチャル昭和館のページに誘導した。 

今年度のアクセス件数は、令和８年１月３１日（土）現在まで１８７，１７６件（１日平均

６１１．６件）であった。（昨年度同時期１３０，２５１件（１日平均４２５．６件）） 

 

（６）ＳＮＳ 

エックス（旧ツイッター）やフェイスブック、YouTube等のＳＮＳにおいても、イベント

の開催案内やニュースシアターの上映作品、図書室の資料紹介等を発信した。 

令和８年１月３１日（土）現在のアクセス件数は、以下の通りである。  

エックス（旧ツイッター） 

閲覧者数 

フェイスブック閲覧者数 YouTube視聴回数 

２４２，１７０ １４，４６５ ４９３，３６７ 

ポスト（旧ツィート）数 投稿数  

２６６ ２０８ 

 

３ 来館促進対策 

（１） 常設展示室の入場無料等について     

・「昭和の日」令和７年４月２９日（火）入場者 ６４９人 

              令和６年度入場者  ５４６人 

・「戦没者を追悼し平和を祈念する日」令和７年８月１５日（金）入場者 １，７７５人 

                        令和６年度 入場者  １，０７８人 

 

（２）第２４回 昭和館作文コンクール【資料３】 

昭和館または巡回特別企画展を見学および、「次世代の語り部」講話を聴く、あるいは昭和

館 YouTube でオーラルヒストリー（証言映像）を視聴した小・中学生を対象に実施した。 

今年度は、令和８年１月６日（火）消印有効で締め切り、団体応募が１１校（小学校３校、

中学校８校）３３６作品、個人が２５作品（小 1～６・中１～３）、計３６１作品の応募があ

った。内容の題材は見学が２２１作品、オーラルヒストリーが１２９作品、次世代の語り部講

話が２作品、その他９作品であった。 

審査の結果、厚生労働大臣賞・昭和館館長賞、優秀賞８作品を決定した。３月上旬に賞状及

び賞品の送付、３月下旬にホームページで各賞を発表する予定である。 

 

（３）第１８回 昭和館中学生・高校生ポスターコンクール【資料４】 

中学生・高校生の手作りポスターによって多くの人々に昭和館を伝えることを目的にポスタ

ーコンクールを実施した。 

令和８年１月１６日（金）消印有効で締め切り、１７校（中学校９校、高校８校）４９作 

品の応募があった。   
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２月下旬に最優秀賞、優秀賞などの各賞を選定し、３月下旬に賞状及び賞品の送付、 

３月中旬にホームページで各賞を発表する予定。 

 

（４）貸出キットの貸出状況 

実物資料、グラフィックパネル、証言映像ＤＶＤの貸出キットについて、広報用チラシの配

布を行い、来館者及び巡回特別企画展来場者へ周知を図った。 

なお、令和８年１月末現在の貸出状況は以下の通りである。 

                                 （単位:件） 

都道府県 小学校 中学校 地方公共団体 その他 合計 

北海道     １ １ ２ 

山形県       １ １ 

東京都     ３ ２ ５ 

神奈川県 １ １ ４ １ ７ 

千葉県     １   １ 

埼玉県     ４ １ ５ 

茨城県     １   １ 

静岡県     １ １ ２ 

群馬県       １ １ 

栃木県       １ １ 

山梨県   １     １ 

富山県       １ １ 

石川県       １ １ 

福井県 １       １ 

愛知県       ２ ２ 

三重県     １   １ 

奈良県     １   １ 

和歌山県     １   １ 

島根県       １ １ 

広島県       １ １ 

山口県     １   １ 

熊本県       １ １ 

宮崎県     １   １ 

鹿児島県     １   １ 

合計 ２ ２ ２１ １6 ４１ 
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（５）紙芝居定期上演会 

昭和館が所蔵する紙芝居を使い、紙芝居師が実演する上演会を奇数月第４土曜日に実施して

いる。 

上 演 日 入場者 演 目 

令和７年 ５月２４日（土） ７０人 「ハリケンピーちゃん」「母子草」 

令和７年 ７月２６日（土） ９７人 「ハリケンピーちゃん」「母子草」 

令和７年 ９月２７日（土） ７４人 「ハリケンピーちゃん」「母子草」 

令和７年１１月２２日（土） ９０人 「ハリケンピーちゃん」「母子草」 

令和８年 １月２４日（土） ８５人 「ハリケンピーちゃん」「母子草」 

 

今後の予定 

上 演 日 演 目 

令和８年 ３月２８日（土） 「ハリケンピーちゃん」「母子草」 

 

（６）こども霞ヶ関見学デー 

令和７年８月６日（水）、７日（木）の２日間開催された。昭和館は、厚生労働省社会・援護

局の企画として「戦後 80 年 昭和の戦争の記憶と国民のくらしを見て・学んで・体験しよう」

のタイトルで、貸出キットや雑誌資料などの出張展示を行った。訪れた子どもたちは、終戦直

後の日本の様子を映した記録映像や写真を見たり、缶バッジ作りのワークショップ、昔の子ど

もたちが作った工作にチャレンジした。 

開催２日間の参加者は、合計１，５５７人であった。 

なお、昭和館の多年にわたる参加協力に対して、厚生労働大臣より感謝状を授与された。 

 

４ 展示事業 

（１）常設展示 

長期展示による資料の劣化を避け、より多くの方々の寄贈資料を紹介するため、常設展示室

を休室して資料の入替と清掃作業を行った。 

 

① 令和７年６月３０日（月）から７月２日（水）までの３日間、常設展示室を休室し資料 

交換作業を実施した。 

 

② 令和８年１月６日（火）から２月９日（月）までの３５日間、常設展示室を休室し、ＬＥ

Ｄ照明交換工事（６階）、体験ひろば改修工事（新規コンテンツ追加）、および資料交換作

業を実施した。 

 

③ 展示替え工事に伴い『昭和館常設展示ガイドブック 改訂版』を発行した。 

 

④ 昭和館の伝える範囲の拡大に伴い、常設展示室の改修工事にあわせて６階の戦後年表を

更新した。（次頁のとおり） 
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（２）特別企画展 
 

① 特別企画展 

「版画家が刻んだ昭和の彩り─館蔵版画集を中心に─」 

 

○開催期間 

 令和７年３月１５日（土）～５月１１日（日） 

前期：令和７年３月１５日（土）～４月１３日（日） 

後期：令和７年４月１５日（火）～５月１１日（日） 

 

○後援 

  千代田区、千代田区教育委員会 

 

○内  容 

昭和館には、昭和の情景をテーマとする版画集など、約 600 点の木版画が所蔵されてい

る。 

本企画展では、当館が所蔵する木版画の中から版画集に焦点を当てて、版画家たちが木

版画に刻んだ昭和の情景を紹介した。 

 

○入場者数  

１２，３５４人（２４２人／１日）（内、令和７年度の入場者数は８，６９１人） 

 

 

② 戦後８０年 特別企画展 

「社会を映す、動かす ─ポスターにあらわれる国策宣伝の姿─」 

 

○開催期間 

  令和７年７月１９日（土）～９月７日（日） 

前期：令和７年７月１９日（土）～８月１１日（月） 

後期：令和７年８月１３日（水）～９月７日（日） 

 

○後援 

  千代田区、千代田区教育委員会 

 

○内  容 

昭和１２年（1937）の日中戦争勃発以降、国民の戦意高揚を図るために国策宣伝が積極

的に行われた。ポスターは視覚的に効率よく宣伝内容を印象付けるものとして重要視さ

れ、官民問わずさまざまな団体によって制作される。それらは街中に貼られ、国民に国策

への協力を広く呼びかけた。 

本企画展では、昭和館ポスターコレクションを通じて戦時下における国策宣伝につい

て紹介した。 

 

○入場者数 

 １５，７３１人（３５８人／１日）  
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③「昭和映画録 ― 二度の黄金時代 ―」【資料５】 

 

○開催期間 

 令和８年３月２０日（金）～５月１０日（日） 

 

○後援 

  千代田区、千代田区教育委員会 

 

○内  容 

昭和の時代、日本映画は二度の黄金期を経験し発展を遂げてきた。無声映画からトーキ

ー映画に代わる 1930年代、そして映画が大衆娯楽の中心として絶頂期を迎える 1950年代。

この黄金期の間には、戦争・占領・復興を経て変化し続ける日本社会の姿があった。 

昭和 100 年を迎えた今、本企画展では映画の歴史をたどりながら、社会・文化と大きく

変容を遂げた昭和の時代を振り返る。 

 

 

（３） 巡回特別企画展 

① 戦後８０年 昭和館・大和ミュージアム合同企画展 

「再現展示『この世界の片隅に』～よみがえる昭和の情景～」 

 

○開催期間 

  令和７年５月３０日（金）～６月５日（木） 

 

○会  場 

  ＪＭＳアステールプラザ １階市民ギャラリー（広島市中区加古町４－１７） 

 

○主  催  昭和館 

○共  催  呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム） 

○協力・後援 

・協  力 一般財団法人広島県遺族会および日本遺族会第４ブロック 

・企画協力 株式会社コアミックス 

・後   援 広島県 広島県教育委員会 広島市 広島市教育委員会 

呉市 呉市教育委員会 中国新聞社 ＮＨＫ広島放送局  

中国放送 広島テレビ テレビ新広島 広島ホームテレビ 

ちゅピＣＯＭ ＦＭちゅーピー76.6MHz 広島エフエム放送 
    

○内  容   

本企画展において、昭和館は、広島県呉市を舞台とした漫画『この世界の片隅に』に登場

する人物や風景、当時のくらしに関わる実物資料を使った再現展示を試みる。原作者のこ

うの史代さんが漫画を描く際に参考にした実物資料などを展示する。 

さきの大戦終結から８０年という節目の年を迎え、戦争展示を担う２つの博物館がそれ

ぞれの切り口で昭和の時代を展示・紹介した。 

 

○入場者数  １，０５１人（約１５０人／１日） 
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② 「戦後８０年 昭和館 しょうけい館 帰還者たちの記憶ミュージアム 3 館連携企

画展」 

 

○開催期間 

  令和７年９月２９日（月）～１０月７日（火） 

 

○会  場 

  秋田県立美術館 県民ギャラリー（秋田県秋田市中通 1-4-2） 

 

○主  催 

  昭和館、しょうけい館（戦傷病者史料館）、帰還者たちの記憶ミュージアム（平和祈念展

示資料館） 

 

○協力・後援等 

・協  力 一般財団法人秋田県遺族会および一般財団法人日本遺族会第１ブロック 
・後  援 秋田県 秋田県教育委員会 秋田市 秋田市教育委員会 

秋田魁新報社 ＮＨＫ秋田放送局 ＡＢＳ秋田放送 

ＡＫＴ秋田テレビ ＡＡＢ秋田朝日放送 
 

○内  容  

戦後８０年の節目の年である本年、戦中・戦後の労苦について国民への理解を深め、次

の世代へ伝えるため、昭和館、しょうけい館（戦傷病者史料館）、帰還者たちの記憶ミュー

ジアム（平和祈念展示資料館）の 3 つの東京にある国立展示施設が連携して展示会を開催

した。昭和館は「ミニ展示 昭和のくらし －秋田展－」と題し、戦争がもたらした苦難や

昭和の人々のくらしを、貸出キットを使ってコンパクトに紹介した。 

 

○入場者数  １，６２８人（約１８０人／１日） 

 

 

（４）写真展の開催（２階ひろば） 

 

① 戦後８０年特別企画「石川光陽写真展【第２期】戦時下の東京」 

 

○開催期間 

  令和７年３月１日（土）～６月２９日（日） 

○内  容   

第２期は日中戦争が始まった昭和１２年から２０年８月１５日終戦の頃までに撮

影された写真を展示した。 

 

○入場者数  

２９，４７８人（２７８人／１日）（内、令和７年度の入場者数は２２，０５７人） 
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② 戦後８０年特別企画「石川光陽写真展【第３期】 終戦・復興する東京」 

 

○開催期間 

  令和７年７月５日（土）～１２月２１日（日） 

○内  容   

第３期は終戦を迎えた昭和２０年から昭和３０年代にかけて撮影された写真を展

示した。 

 

○入場者数  

３８，３９６人（２６３人／１日） 

 

③ 戦後８０年特別企画リバイバル展示「石川光陽写真展 戦時下の東京」 

 

○開催期間 

  令和７年１２月１６日（火）～１２月２６日（金） 

○内  容   

戦後８０年の節目の年が終わろうとしている１２月に、リバイバル展示として、石

川光陽写真展の第２期で紹介した写真を改めて展示した。 

 

○入場者数  

１，９５２人（１９５人／１日） 

 

 

５ 資料収集 

（１）実物資料の収集 

昨年度に引き続き収蔵庫の整理を優先しているが、資料収集については内容を精査し受け入れ

るべき資料については受け入れを行っている。資料補修等は従来通り進めている。 

令和８年１月末現在における実物資料点数は、以下の通りである。 

 

 
令和７年度収集 累  計 

寄贈資料 ４２１点 ４６，６７４点 

購入資料   ０点 １４，６４１点 

厚生労働省資料 ０点 ３，２４３点 

計      ４２１点       ６４，５５８点 

 

 

（２）図書資料の収集 

令和７年度は写真集や手記、部隊史などに重点を置いて収集に努め、巡回特別企画展の開催地

及び開催予定地、未開催地関連の資料の充実をはかるとともに、閲覧希望が多い少年少女向け雑

誌・女性雑誌等の欠号補充を継続して行った。 
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令和８年１月末日における図書・雑誌資料の収集は以下の通りである。 

 令和７年度収集 累 計 

国民生活関係図書 １，０５９冊 (９１７冊寄贈) ７６，４４４冊  

戦争に関する基本図書 １４０冊 (８７冊寄贈) ２４，７４１冊 

独自資料 ０冊  ３５，９８０冊 

その他 ２冊 (０冊寄贈) １１，６９２冊 

計 １，２０１冊 (１，００４冊寄贈) １４８，８５７冊 

 

（３）映像・音響資料の収集・整理 

令和７年度は、昭和１８年５月に撮影された東部軍司令部女子通信隊員の集合写真や戦後の交

流会の写真、キャンプドリューに勤務する日本人を写した写真、海軍館（大日本帝国海軍の記念

館）の絵葉書などの寄贈を受け入れた他、昭和８年に行われた関東防空演習の参加記念写真帖、

紀元２６００年（昭和１５年）を記念してつくられた麹町警防団第三分団の写真帖、芳水国民学

校（現品川区立芳水小学校）の疎開生活を写した昭和１９年から２０年の写真などを収集（購入）

した。 

映像資料としては、昭和１３年にレコード会社のコロムビアに所属する歌手たちが、戦地を慰

問に訪れた際の記録映像等を受け入れた。 

音響資料としては、慰問や戦時歌謡、戦時中のラジオ放送の録音盤といったレコードを含むＳ

Ｐレコード１４７枚および附属歌詞カードなどの寄贈を受け入れた。 

 

令和８年１月末における映像音響資料の公開データは以下の通りである。 

 令和７年度公開 公開データ総数 

写真資料 ５，０４７件 ４１，９７０件 

映像資料 ４３件 ３，６９９件  

音響資料   ２，４８３件 １８，１２６件 

計 ７，５７３件 ６３，７９５件 

 

＜主な新規公開資料＞ 

資料内容  公開データ数 受入年度 

石川光陽撮影写真 

（未整理資料の遡及整理を行い、公開した） 

１，７５１本 平成９年 

愛児の家所蔵写真 ３，０８９本 平成５年 

平成６年 

新日本ニュース ７本 令和６年 

令和６年度制作の昭和館オーラルヒストリー ５本  
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令和７年度は以下の資料のデジタル化を行った。順次データベースに登録し、資料情報の整理

を終えたものから公開する。 

資料内容 点数 受入年度 

ＳＰレコード（音源化およびレーベル画像撮影） ２００点 

（４００点） 

平成１１年 

短編映画（１６ミリおよび３５ミリフィルム） １１点 平成２０年 

ニュース映画等（８ミリおよび３５ミリフィルム） ９点 令和７年 

 

（４）オーラルヒストリーの制作 

戦中・戦後の国民生活上の労苦を伝える事業の一環として、平成１６年度から体験者の証言を

映像記録として残す事業を進めている。 

令和７年度は歌人の馬場あき子さんの他、東京近郊にお住まいの方計３名の聞き取り調査およ

び収録を行った。 

 

６ 戦中・戦後の労苦を伝える戦後世代の語り部事業  

 

① 現在の次世代の語り部は１８名。 

 

② 毎月第一日曜日に定期講話会を実施し、各回２名の次世代の語り部が講話を行った（計１２回

実施。１月まで参加者数は３３０名）。その他、学校や自治体等の要請を受け、館内や現地に赴

いて講話を行った。 

講話派遣の実施状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

（令和８年１月３１日現在） 

 

③ 今年度はフォローアップ研修の一環として、講話の充実と「次世代の語り部」としての知識や

意識の向上をはかるため、全国戦没者追悼式に次世代の語り部が参加した。 

 

 

７ 情報検索システムの充実、資料の紹介、等 

 

（１） 情報検索システムの充実 

 

① デジタルアーカイブの公開 

昭和館デジタルアーカイブは令和５年４月に公開を開始している。令和７年４月から令和８年

１月末日までのアクセス件数は１，４６８，３４７件であった。 

派遣先 派遣件数 参加者数 

学校関係 ３７ ３，０１８ 

自治体関係 １２ ５５２ 

その他    １０ ４５５ 

合 計 ５９ ４，０２５ 



22 

 

 

② 実物資料のデジタルアーカイブでの公開 

令和７年度（令和８年１月末現在）はデジタルアーカイブで公開する実物資料を４１２点追加

し、計６９２点が公開中である。 

 

③ 図書・雑誌の装備及びデータ入力 

収集した図書・雑誌が閲覧できるようにするため、令和７年度は令和６年度に受け入れた図書・

雑誌１，２２５冊の装備と書誌及び目次データの入力を行った。 

 

（２） 資料の紹介 

 

① 昭和館懐かしのニュースシアター 

ニュースシアター会場においてニュース映画を毎日上映し、１８２点（令和８年１月末）を紹

介した。さらにこれまでに制作したオーラルヒストリー１０作品（令和８年１月末）を毎月第４

週目にニュース映画に加えて上映したほか、「夏休み特別上映」では「日本ニュース１６７号『国

民学校の防空演習』」などのトピックを紹介し、ＳＮＳで告知した。 

 

② 資料公開コーナー 

昭和館では、４階図書室及び５階映像・音響室の利用促進と、収蔵資料にさらに多くの方に関心を

もって見ていただくことを目的に、平成１９年より１階ロビーにおいて資料公開コーナーを設けてい

る。 

令和７年度に実施した内容は以下のとおりである。 

実施回 タイトル 期間 

第 96 回 
第１７回中学生・高校生ポスターコンクール 

入賞作品展示 

令和７年４月１日（火） 

～６月２９日（日） 

第 97 回 こんな博覧会がありました 
令和７年７月１日（土） 

～９月３０日（火） 

第 98 回 食卓からみた昭和 
令和７年１０月１日（水） 

   ～１２月２７日（土） 

第 99 回 
新規収蔵資料紹介 愛児の家 

～「ママ」と戦災孤児の 10 年間～ 

令和８年１月６日（火） 

～３月３１日（火） 

 

③ 昭和館 Youtubeチャンネルでの紹介 

米国国立公文書館から入手した映像やオーラルヒストリーは昭和館 YouTube チャンネルでも

一部を公開している。令和８年１月３１日現在、YouTube で公開している映像・音響室所蔵資料

は、米国国立公文書館映像７２本、オーラルヒストリー２６５作品である。米国国立公文書館映

像の内３点の映像は、視聴回数が１１０万回を超えている。 

参考：1 位「日本の艦船；擱座(かくざ)、沈没、破壊 記録映像」（１３９万回） 

   2 位「大竹の日本人引揚者 記録映像」（１１９万回） 

3 位「日本人の捕虜 記録映像」（１１１万回） 

 

④ 図書室での資料紹介 

図書室では様々なテーマを設けて図書を紹介している。令和７年度は「終戦直後の暮らしを支

えた闇市」「終戦直後の雑誌」「国内の戦争遺跡」等をテーマに関連資料を紹介した。 
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継続企画としては、「あなたの出身地は？ 昭和館で見られる４７都道府県の資料」と題し、

２か月ごとに各都道府県の関連資料の紹介をしており、令和７年度は愛知県、広島県、大阪府、

秋田県、三重県、新潟県を取り上げた。 

また資料公開コーナーや、帰還者たちの記憶ミュージアム（平和祈念展示資料館）が令和８年

２月６日（金）から１５日（日）に九段生涯学習館において開催する絵画展「水彩画が語る シベ

リア抑留の記憶」に関連する資料紹介を行う等、館内外との協力、連携をはかった。 

 

⑤ 映像・音響室での資料紹介 

映像・音響室の入口にある大型モニターでは、写真展に関連したニュース映画やオーラルヒス

トリーの映像を紹介した。 

ＳＰレコードについては、来館者端末だけでなく試聴機でも随時テーマを設けて音源の紹介を

している。 

夏休みイベントにあわせ、５階ギャラリーで「戦後８０年 狩野光男さんが見た東京大空襲」

と題し、東京大空襲の体験絵画を紹介した。 

 

⑥ 昭和館ＳＰレコード鑑賞会 

ＳＰレコード資料を紹介するため、令和５年１２月の第１回以来毎年開催しており、令和７年

度は令和７年８月１７日に第４回を開催した。 

第４回 

日時：令和７年８月１７日（日） 

会場：ニュースシアター会場 

内容：忠犬ハチ公の鳴き声が収録されたレコード劇をはじめ、戦前から戦後にかけて発行

されたＳＰレコード６点をアナログ再生した。 

参加者：５８人 

 

（３） 利用促進 

 

① ＳＮＳでの情報発信 

エックス（旧ツイッター）やフェイスブックでは、図書室の資料紹介やニュースシアターの上

映作品等の情報を発信している。 

 

② ゴールデンウィークイベント 

「クイズ 本の中からこたえをさがし出そう」 

小中学生の読書への関心を高め、本を読む楽しみを知ってもらうことを目的に図書室内にクイ

ズコーナーを設け、司書おすすめの本１５冊からクイズを出題し、問題を解いてもらうイベント

を実施した。 

実施期間：令和７年４月２９日（火）～５月６日（火） 

参加人数：４９人（解答提出数 ６４件） 

 

③ 夏休みイベント 

実施期間：令和７年７月１９日（土）～９月７日（日） 

小・中学生の利用を促進し、資料の理解を深めることを目的として以下のイベントを実施した。 

ワークシートの設問を通して図書室及び映像・音響室の資料を知り、「戦中・戦後のくらし」

を身近に感じてもらうことを目的にイベントを実施した。 

会期中１，７４１枚を配付し、１，１１３枚の提出があった。 



24 

 

【ワークシート 全９種】  

図書室：「ポスター」「くらしの道具」「学校生活」「学童疎開」「戦時下の衣服」「昭和２０

年終戦の年」「図書室ワークシート」 

映像・音響室：「基本編（小・中学生向け）」「上級編（高校生・一般向け）」 

 

（４）実物資料の貸出 

 

令和７年度は以下の展覧会へ実物資料の貸出を行った。 

 

① 安来市加納美術館「安部朱美 人形とたどる昭和１００年・戦後８０年」 

会  期：令和７年７月１２日（土）～１０月５日（日） 

貸出資料：安部朱美作人形「青空教室」他  計３点 

 

② 東京国立近代美術館 

「コレクションを中心とした特集 記録をひらく 記憶をつむぐ会期」 

会  期：令和７年７月１５日（火）～１０月２６日（日） 

貸出資料：ポスター「十二月八日」他  計１２点 

 

③ 板橋区立美術館・郡山市立美術館「戦後８０年 戦争と子どもたち」 

会  期：［１］板橋区立美術館 

令和７年１１月８日（土）～令和８年１月１２日（月） 

［２］郡山市立美術館 

令和８年１月３１日（土）～令和８年３月２２日（日） 

貸出資料：絵画「慰問袋」他  計５点 

 

④ 港区立郷土歴史館「暮らしの中のお菓子展」 

会  期：令和７年１０月１８日（土）～１２月１４日（日） 

貸出資料：「おやつ向きの和洋菓子の作方」他  計９点 

 

 

８ 関係施設との連携 

（１）関係施設等連携会議の開催 

関係施設等連携会議（昭和館事務局）を開催するとともに、しょうけい館、平和祈念展示資料

館との３館の連携に取り組んだ。 

 関係機関：厚生労働省社会・援護局援護企画課、 

         総務省大臣官房総務課管理室、平和祈念展示資料館、 

         しょうけい館、昭和館 

第２８回会議を令和７年６月１３日（金）に開催 

第２９回会議を令和８年２月２０日（金）に開催 

 

（２）「夏休み３館めぐりスタンプラリー」 

令和７年７月１９日（土）～９月７日（日） 

共催  しょうけい館、平和祈念展示資料館 

参加者 ６，１６６人 
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（３）特別展「水彩画が語る シベリア抑留の記憶」を開催 

      令和８年２月６日（金）～２月１５日（日） 

      主催 平和祈念展示資料館 

      協力 昭和館、しょうけい館 

      場所 九段生涯学習館 ２階 九段ギャラリー 

 

（４）巡回特別企画展の相互協力 

秋田県秋田市において昭和館、しょうけい館、平和祈念展示資料館３館合同巡回展を実施した。 

令和７年９月２９日（月）～１０月７日（火） 

  

 

９ 昭和館運営専門委員会の開催 

昭和館運営事業について有識者から様々な意見を聴取するため、以下のとおり、昭和館主催の

昭和館運営専門委員会を開催。 

 

第１回運営専門委員会開催 

     令和７年６月２４日（火）に開催 

第２回運営専門委員会開催 

     令和８年２月２５日（水）に開催 

 

 

１０ 戦後８０年記念事業 

令和７年は、戦後８０年の節目にあたることから、戦中・戦後の国民生活上の労苦と昭和の戦

争の記憶を継承する当館の周知を図るための各種事業、企画、イベント等を実施した。 

 

① 戦後８０年 記念シンポジウム 

「記憶」を伝えるということ 

～戦争体験者がいない未来の戦没者関連事業・伝承・メディア～ 

戦後８０年の節目の年を迎えるにあたり、昭和史に関する史資料の情報公開・活用について

詳しい有識者を招き、記念シンポジウムを開催した。 

 

・開催日時 令和７年８月３日（日）午後１時～午後４時 

・会  場 九段会館テラス ２階鳳凰の間 

（東京都千代田区九段南１丁目６－５） 

・パネリスト 【ディスカッション モデレーター】 

ジャーナリスト 池上 彰 

【ディスカッション パネリスト】 

作家 保阪 正康 

呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）館長 戸髙 一成 

ＮＨＫエグゼクティブ・ディレクター 右田 千代 

・参加者数 １５２人 
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② 戦後８０年記念 特別映画上映会 

「蔵出し映像から考える戦後８０年」と題して特別映画上映会を催した。昭和館が所蔵する

引揚援護庁監修の「戦後の日本」「引揚港」、中央共同募金会企画の赤い羽根シリーズ「愛情の

町」の外、一般邦人のシベリア抑留者を描いた「阿彦哲郎物語」（２０２３年公開）の合計４作

品を上映した。 

 

・開催期間  令和７年１０月１９日（日） 

午前１０：３０～、午後１３：３０～ 

・会  場  昭和館３階研修室 

・入場者数  １０５人 

 

③ 戦後８０年記念スタンプラリー（達成度に応じた粗品贈呈） 

常設展示室への入室を条件とした館内誘導策として下記期間で実施した。 

 実施期間：令和７年４月１日（火）～１２月２７日（土） 

         （景品交換は令和８年１月末まで） 

 

〇配布状況（令和８年１月２１日現在） 

 交換数 台紙 

 参加賞 ﾁｬﾚﾝｼﾞ賞 ﾊﾟｰﾌｪｸﾄ賞 配布数 印刷数 

戦後８０年  ３６９ １８    １５ １，０３３ ３，０００ 

 

 

１１ 天皇皇后両陛下、愛子内親王殿下の行幸啓について 

令和７年１２月２１日（日）、天皇皇后両陛下、愛子内親王殿下が昭和館を行幸啓され、戦後 

８０年特別企画リバイバル展示「石川陽光写真展 戦時下の東京」と常設展をご観覧された。 

 

 

 

１２ アンケート結果 （令和７年４月１日～令和７年１２月２７日現在） 

昭和館のアンケート調査は、平成１１年７月から実施し、広報活動、各種企画展、常設展示

室改善の他、顧客満足度アップのため実施している。１階 ニュースシアター、４階 図書室、

５階映像・音響室、６階 常設展示室においてアンケートを設置している。 

   さらに春・夏に開催する特別企画展及び紙芝居についてのアンケートも実施することとしてい

る。     

                                                                         

昭和館について（特別企画展含・紙芝居除く）  

○全回収枚数 1,697枚（うち特別企画展 861枚） 

アンケート概要   ○昭和館をどのようにして知ったか（複数回答） 

通りかかって 
当館ＨＰ・

ＳＮＳ 
友人・知人 

昭和館だより

（ＤＭ含む） 

新聞・ＴＶ 

・ラジオ 
駅看板 その他 

24.8％ 15.5％ 9.7％ 10.2％ 4.4％ 5.5％ 29.9％ 
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○利用回数（常設展示室） 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

79.4％ 10.7％ 2.3％ 7.0％ 0.6％ 

○展示内容（常設展示室） 

良い 普通 わかりにくい 未回答 

89.0％ 8.7％ 1.5％ 0.8％ 

○性別（常設展示室・特別企画展） 

男性 女性 未回答 

52.6％ 44.6％ 2.8％ 

○年齢別（常設展示室・特別企画展） 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 未回答 

16.9％ 9.6％ 6.7％ 10.9％ 19.7％ 19.2％ 11.2％ 3.8％ 2.0% 

○住所（常設展示室・特別企画展） 

東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県 その他 未回答 

48.1％ 12.5％ 8.8％ 8.5％ 18.4％ 3.7％ 

○展示を見て「戦中・戦後」の理解が深まったか（常設展示室） 

大変深まった 深まった それほどでも 深まらなかった 未回答 

60.9％ 34.7％ 2.6％ 0.9％ 0.9％ 

 

春の特別企画展（版画家が刻んだ昭和の彩り―館蔵版画集を中心に―）について   

○回収枚数 430枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

49.5％ 10.7％ 7.2％ 31.9％ 0.7％ 

○展示内容について 

大変良い 良い 普通 つまらない 未回答 

63.0％ 34.2％ 2.1％ 0.2％ 0.5％ 

○「昭和の版画家」についての理解が深まったか 

大変深まった 深まった それほどでも 深まらなかった 未回答 

40.7％ 56.1％ 3％ 0.0％ 0.2％ 

◯展示品の数について 

多い 丁度良い 少ない 未回答 

4.7％ 89.5％ 5.6％ 0.2％ 

【主な意見（春の特別企画展）】 

・昭和時代の版画作品をほとんど初めて見たが大変興味深かった。（70代・男性） 

・大変興味深く観覧できた。絵画とは違う風合いが趣き深くさらに深く知ってみたいと思った。 

 （50代・男性） 

・配置や観覧の流れが良かった。最初に新版画と旧版画をパネル等で表現するとさらにイメージが付きや

すいと思う。（40代・男性） 

・他館の新版画の展覧会には行った事があるが、戦中・戦後といった切り口の版画が見られるのは昭和館

ならではという感じがして大変興味深かった。戦後、焼け野原になった町の情景を思い出しながら版画

が作られたのも感慨深い。井川洗厓の肉筆画の美しさに驚いた。（40代・女性） 

・昭和の戦前戦中期にこのような質の良い芸術作品があった事を目の当たりにして感動した。自分の父母
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もこのような風景の中で生きていたのかと、つかの間想像する機会を得られ感謝します。（60代・男性） 

・懐かしい東京の風景。また、戦争が美術の世界にまで影響を与えていた事を知り恐ろしさを再認識した。 

（80代・男性） 

・版画でしか出せない色の深みや鮮やかさを体で受け止めた。作家の強い創作力に打ちのめされた。川瀬

巴水の青の色出しや川上澄生のショッキングピンクの鮮やかさが特に印象に残った。一つの作品を完成

させるまでに何版使ったのだろう。とても刺激的な企画展だった。（40代・女性） 

・新版画の川瀬巴水のファンであり、浮世絵・版画が好きなので今回の催しはとても期待していた。とて

も分かりやすい説明もあり見やすい展示だと思う。もう一度来たいと思った。（60代・女性） 

・偶然通りかかって、版画の世界を人生で初めて体験したが今の東京と比較し、想像を膨らませる事で祖

父母の世代を感じる事ができ会話したくなった。（大学生・男性） 

・川瀬巴水などの新版画の展示は見た事があったが、時代を追って展示していたのがとても勉強になった。

特に戦時中の版画はほとんど見た事がなかったので興味深かった。（50代・女性） 

・版画が戦後の進駐軍の土産として人気が高かったのは知らなかった。個性豊かな作品群に触れた事は貴

重。（70代・男性） 

・展示解説に参加し、時代背景や戦中・戦後の版画家たちの苦労、情熱に触れて大変感動した。学芸員の

説明も良かった。（70代・男性） 

・展示スペースがゆったりして照明も十分明るく大変見やすい環境だった。昭和前期の版画は機会を見つ

けては何度も展示会に足を運んでいるが、その中でも今回の展示は秀逸だった。良い作品をたくさん見

せていただきありがとう。大阪三十六景はその存在を初めて知ったが大変見応えのある内容だった。（60

代・女性） 

・創作版画と新版画の違いなど初めて知り、大変興味深く勉強となった。（60代・男性） 

・昭和史と新版画に興味があるのでとても面白かった。所蔵品がまだあるのならまた企画展を開催して欲

しい。（40代・女性） 

 

夏の特別企画展（社会を映す、動かす―ポスターにあらわれる国策宣伝の姿－）   

○回収枚数  431 枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

62.6％ 5.3％ 5.8％ 26.1％ 0.2％ 

〇展示内容について 

大変良い 良い 普通 つまらない 未回答 

59.9％ 35.3％ 4.2％ 0.2％ 0.4％ 

○「戦中・戦後のくらし」の理解が深まったか 

大変深まった 深まった それほどでも 深まらなかった 未回答 

45.0％ 49.9％ 3.7％ 0.7％ 0.7％ 

◯展示品の数について 

多い 丁度良い 少ない 未回答 

7.0％ 76.6％ 16.2％ 0.2％ 

【主な意見（夏の特別企画展）】 

・国策としてのポスター利用に改めて理解を深めた。メール・ＳＮＳがない時代で唯一の宣伝ツールがポ

スターであった事を考えるとその重要性・意義について考えるきっかけになった。（50代・男性） 

・戦時下のポスターについて大学の講義で学んだ事もあり、今回の企画展でより理解が深まり有意義な時

間になった。（大学生・女性） 
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・キャプションの分量も最低限で良かった。当時の資料がまとまっていて誰でも無料で見られる事に意味

を感じた。企画で内容を区切られている事で見やすさも感じた。ポスターだけでなく趣意書なども見ら

れたのが良かった。（20代・女性） 

・仕事を失った図案家やマンガ家が国策宣伝に働く場を見出していたのが印象的だった。図案家など広告

の専門家が手がけたポスターは説得力があるように映った。自分が当時を生き、これらのポスターを見

たら戦意高揚を掻き立てられていただろうなと思う。（大学生・女性） 

・今まで知らなかった戦時中のポスターを見て衝撃を受けた。このようなポスターが街中に貼られていた

ら自分の意識も変わるだろうと感じた。（20代・女性） 

・ポスターを通じて伝えようとしているのが良く分かり、その時の状況や出来事がわかり勉強になった。

もし自分がその時代に生きていたとしたらどのような行動をとり、どのような発言をするのか等を考え

させられた展示だった。（小学生・男性） 

・いかに国民を扇動するかに力を注がれているのかが良くわかった。ポスターの書体やデザインが大変興

味深く素晴らしいが、その内容が国民を欺き戦争を美化するためのものだったという皮肉が悲しい。（60

代・女性） 

・ポスターから当時の状況を読み取れるという視点が非常に新鮮であったし、新たに自身の中の知識も少

し増えた気がした。（30代・女性） 

・広告、宣伝の力が良くわかった。もしかしたら当時はテンションの上がるものだったのかもしれないが、

今の私には息の詰まる思いです。（30代・女性） 

・思想というものはいとも簡単に操作されるのだなと改めて恐ろしく感じた。（50代・男性） 

・当時のまま色褪せる事なく綺麗に保存された資料を見て当時の人々の生活に思いを馳せた。この頃の時

代の空気を感じる事のできる良い展示だった。（50代・男性） 

・初めて来館したが、初見のポスターや広告も多く勉強になった。多くのメディアや作家・演員が当時の

宣伝に加担していた事も改めて知った。戦後 80年、多くの人々がここを訪れて歴史を知って欲しいと思

う。友人にも紹介してみようと思う。（大学生・男性） 

・ポスターという視点で時代を映した大変興味深い企画展であった。多くの若者がこのポスターにより戦

争へと進んでいったと思うと何ともやるせない気持ちになる。（60代・男性） 

・大変意義深い展示会だった。今までは学校の教科書、資料集から第三者視点で見ていたが、今回ポスタ

ーを拝見している時だけは当時の国民と同じ視点を共有する事ができた。貴重な体験をどうもありがと

うございました。（高校生・女性） 

・チラシやはがき等、紙でしかない物だけど説明や内容を深く読み込むと昭和であった出来事の細部を知

る事ができてとても良い体験となった。（中学生・女性） 

・思い起こせば小学校低学年の時に街中で見た覚えのあるポスターを改め見た。国・軍に国民が翻弄され

ていたと改めて思った。（80代・男性） 

・これらのポスターが作られて 100年も経っていない事が怖い。たったの 80年前なのが恐ろしい。 

（40代・男性） 

・ポスターを通じて当時の市民生活が手に取るように理解する事ができた。業者・業界別、用途別での展

示のため横比較ができポスターの製作者の視点で見て製作者の意図や想いがどんなものだったのか考え

ながら見れた。一緒に来場した友人同士で戦争について考えあうきっかけになった。戦後 80年の年にふ

さわしい展示だった。（20代・女性） 

・教科書で学ぶだけではなく実際に見る事で戦争がどんなものだったのかを感じる事ができた。 

（高校生・女性） 

・実際に人々がどんなものを目にしていたか、どんな言葉を使っていたのかが見られて良かった。ＴＶや

映画は「つくられたもの」でリアリティがなく、どこか他人事のように捉えていたが企画展を見て「本

物である」という事、実際に起きていた事なのだと感じさせられた。（その他学生・女性） 
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常設展示室について    ○回収枚数 645枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

79.4％ 10.7％ 2.3％ 7.0％ 0.6％ 

〇展示内容について 

良い 普通 わかりにくい 未回答 

89.0％ 8.7％ 1.5％ 0.8％ 

○「戦中・戦後のくらし」の理解が深まったか 

大変深まった 深まった それほどでも 深まらなかった 未回答 

60.9％ 34.7％ 2.6％ 0.9％ 0.9％ 

◯展示アプリガイドについて 

わかりやすい 普通 わかりにくい 未回答※未使用含 

21.5％ 7.4％ 0.8％ 70.3％ 

【主な意見】 

・生活を重視していて戦争を身近に考える事ができた。これから育っていく小学生の子を持つ親として子

どもにもフォーカスされている点がとても良かった。さらに動画も貴重。戦中でも笑顔が時々見られる

のが印象的だった。（50代・女性） 

・資料がとても充実していて体験コーナーもあってうれしかった。（10代・男性） 

・戦前・戦後、特に戦争の悲惨さ復興の大切さ、生きる大変さがよくわかり当時の事を知れて勉強になっ

た。（40代・女性） 

・日本人として一度は来るべき場所だと思う。とても学びが多く参考になった。（50代・女性） 

・冷蔵庫は今見ると新しくてデザイン性もあり良い。戦時中の資料がここまで多く残されているのが貴重

だと思った。小学 1年生の息子には難しかったようなので数年後にまた来たい。（40代・女性） 

・戦前～戦後の生活がより細かく変化していた事が理解しやすかった。また全国の被害状況がこんなにも

あったとは知らなかった。数値で知る事ができて良かった。（50代・女性） 

・こうの史代さんによる年代ごとのイラストは良い試みと感じた。（60代・男性） 

・時代の変遷や昭和特有の文化に風情や背景を知る事ができた。楽しかった。（中学生・女性） 

・昭和の懐かしさを見たくて来た。初めて存在を知った。もっと PRをして欲しい。（60代・男性） 

・大変勉強になる。平和の尊さを実感した。戦時中の暮らしが良くわかり奥が深い。（30代・男性） 

・戦中、戦後が異なる階でわかりやすかった。子供向けのワークシートが大人にも理解の助けになった。

（60代・女性） 

・展示数が程よく、最後まで興味深く見る事ができた。説明も淡々として分かりやすい。玉音放送や警報

のサイレン音等も体感できて良かった。（60代・女性） 

・国民の暮らしがわかりやすく展示してあった。井戸の体験が珍しくて良かった。（中学生・男性） 

・当時の生活について具体的なイメージを持つ事ができて良かった。（30代・男性） 

・良い意味でイデオロギーがなくとても楽しめた。勉強になった。（40代・男性） 

・事実をそのまま展示されている貴重で素晴らしい施設だと感じた。戦争について調べている中、座学で

はわからない雰囲気や人々の生活を感じる事ができた。（30代・男性） 

・ＳＮＳ上では詳細すべてがわかる訳ではないので、ここに来て良かった。教科書に載っていない資料が

たくさんあり興味深かった。（高校生・女性） 

・玉音放送を初めて聞いてこんな内容だったんだと驚いた。（小学生・男性） 

・すごく見応えのある資料だった。馴染みある地域が戦争中どれだけ被害を受けてきたのか、タッチパネ

ルを操作するところは画期的でとても良かった。映像資料が多いのも良いと思った。（10代・女性） 
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・知らない事がたくさん知れて良かった。大人になってもう一度見に来たい。（小学生・女性） 

・手紙。遺骨缶、飛行機の破片、手紙の実物展示は特に胸に迫るものがあった。実際に書いた人、受けた

人、その他多くの人の思いがにじみ出ている気がした。次世代に伝えるべき施設だと思った。将来、子

供をつれて来ます。防空壕・トリックアートも恐怖がよく伝わった。（大学院生・女性） 

・とても分かりやすかった。もっと子供向けだと思っていたけれど大人が見ても興味深い展示ばかりだっ

た。奉安庫など初めて見た。また来たい。謎解きも難しかったけれど楽しかった。（40代・女性） 

・毎年来るたびに発見（感動）がある。今回は６Fの映像「授業風景」に感動した。（50代・男性） 

・授業で習ったものやネットで調べたものを実際に見る事ができて、より当時への理解が深まったように

思う。貧しくなる過程が見れた一方、戦後復興の様子に改めて驚かされた。来て良かった。また来たい。

（大学生・女性） 

・教科書では数行しか触れてなかった内容も身近に存在して生活の一部だったのだと認識した。 

 （20代・男性） 

・体験型の展示、戦争直後のカラー動画等とても興味深いものだった。玉音放送も初めて全部聴き、いろ

いろと考える事ができた。（60代・女性） 

・展示内容について説明が分かりやすく量も適切。リニューアル後初めて来館したが十分に楽しめた。 

 （60代・男性） 

・実際に水汲み体験できるのが良かった。用語解説も分かりやすかった。また来たい。（中学生・女性） 

 

ニュースシアターについて（複数回答） ○回収枚数  60 枚 

  アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

36.7％ 5.0％ 10％ 48.3％ 0.0％ 

○上映時間 

普通 長い 短い 未回答 

93.3％ 5.0％ 0.0％ 1.7％ 

○上映本数 

普通 多い 少ない 未回答 

86.7％ 0.0％ 1.7％ 11.6％ 

○上映希望年代（複数回答） 

昭和１０年代 昭和２０年代 昭和３０年代 未回答 

28.1％ 29.2％ 37.1％ 5.6％ 

○上映希望映像（複数回答） 

事件 文化 スポーツ その他 未回答 

22.5％ 36.7％ 20.4％ 16.3％ 4.1％ 

 

図書室について（複数回答）  ○回収枚数  59 枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

84.7％ 3.4％ 1.7％ 8.5％ 1.7％ 

○主な目的（複数回答） 

本・雑誌を読む レポート・論文 出版等の調査 個人の趣味・研究 その他 未回答 

58.3％ 0.0％ 0.0％ 18.3％ 16.7％ 6.7％ 
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○書籍、雑誌の量 

適当 少ない 未回答 

84.7％ 8.5％ 6.8％ 

【主な意見】 

・日本海軍の軍歴がわかる資料が増えたら嬉しい。（50代・女性） 

・資料がたくさんあって大変勉強になる。また来たい。（30代・男性） 

・レベル別になっていて、人によってふさわしい本を選べた。（中学生・女性） 

・子供向けのイベントや本が置いてあり、本を好きになるきっかけ、戦争について知るきっかけが作られ

ていて大変良かった。（小学生・女性） 

 

音響・映像室について   ○回収枚数  71 枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

90.1％ 5.6％ 1.5％ 2.8％ 0.0％ 

○利用した資料（複数回答） 

写 真 
ニュース 

映画 

進駐軍が撮影 

した資料 

ＳＰ 

レコード 
アニメーション 

オーラル 

ヒストリー 
その他 

28.1％ 28.9％ 16.7％ 10.5％ 7.1％ 6.1％ 2.6％ 

○情報検索システム 

使いやすい 普通 使いにくい 未回答 

60.6％ 28.2％ 7.0％ 4.2％ 

【主な意見】 

・生まれてから高校１年生の時代を写真で振り返る事ができて嬉しかった。（80代・女性） 

・音楽と写真を見た。写真がたくさんあり、東京都で調べたら 700以上あったのでもっと細かい地域で調

べられるとうれしい。（小学生・女性） 

・ＳＰレコード、石川光陽の写真、来るたびに新しい発見ができる。（60代・男性） 

・母の故郷の昔の映像が見たくて来館。先祖の生きた時代を知るのは大切だと思った。（30代・女性） 

・村岡信明さんの絵を見た。訴えかけるような作風に引き込まれた。（高校生・女性） 

・戦後の東京の様子を見た。実際に体験した人のインタビューを聞いてとても心にくるものがあった。 

（小学生・男性） 

・昭和初期と同時に大正時代（大正ロマン）と言われた時代についても深く知りたいと思う。文化・建物

や人々の暮らし、貴族の華やかな生活なども見てみたい。（60代・男性） 

・アニメーションや昭和の生活の様子を見た。分かりやすくて興味深い。（50代・女性） 

・個人が撮影した映像がとても面白い。時代が変わっても変わらない暖かな家族団らんを見る事ができた。 

（大学生・女性） 

・戦前～戦後のニュース映像や連合軍が撮影した日本の映像を見た。また見に来たいと思った。 

（50代・男性） 

 

紙芝居（全４回）     ○回収枚数  92枚 

アンケート概要   

○紙芝居をどのようにして知ったのか  

通りかかって 昭和館 HP 友人・知人 その他 未回答 

76.1％ 8.7％ 0.0％ 15.2％ 0.0％ 
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○見学回数 

初めて ２回目 ３回目 ４回目 未回答 

93.5％ 5.4％ 1.1％ 0.0％ 0.0％ 

○紙芝居の内容 

大変良い 良い 普通 つまらない 未回答 

51.0％ 31.7％ 1.9％ 0.0％ 15.4％ 

○性別 

男性 女性 未回答 

63.0％ 35.9％ 1.1％ 

○年齢別 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 未回答 

7.6％ 5.4％ 10.9％ 13.0％ 23.9％ 25.0％ 8.7％ 1.1％ 4.4％ 

○住所 

東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県 その他 

53.2％ 17.4％ 9.8％ 10.9％ 8.7％ 

【主な意見】 

・おもしろくて楽しい。初めて行ったけどもう一回見たくなった。（小学生・男性） 

・タイムスリップしたようで懐かしい気持ちになった。（60代・男性） 

・子ども参加型がとても良かった。飽きずに見れた。（30代・男性） 

・紙芝居の実物を見る事ができて良かった。太鼓や木枠をどのように使って上演していたのか実際に目に

する事ができた良かった。（50代・男性） 

・演者の素晴らしい熱演に懐かしい絵とあいまって思わず引き込まれた。（60代・男性） 

・斬新な取り組み。たまたま立ち寄ったが一気に昭和に戻った気がする。（60代・男性） 

・全部「つづき」なのが残念。また来たくなる。（複数意見） 

・子どもたちがとても楽しんでいた。また来たい。（50代・男性） 

・楽しかった。大切な伝統なのでずっと続けて欲しい。（20代・お政） 

 

巡回特別企画展について  

◎広島展 令和７年５月３０日（金）～６月５日（火） 

○回収枚数  294枚 

アンケート概要 

◯展示会をどのようにして知ったか 

通りかかって 友人・知人 
新聞・ＴＶ 

・ラジオ 
市 報 

他の博物館 

・美術館 
遺族会 

その他 

（未回答含） 

17.2％ 15.3％ 15.3％ 9.2％ 6.7％ 2.9％ 33.4％ 

◯展示内容について 

良い 普通 わかりにくい 未回答 

94.2％ 4.1％ 0.7％ 1.0％ 

◯性別 

男性 女性 未回答 

42.9％ 53.7％ 3.4％ 

◯年齢別 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 未回答 

10.9％ 5.4％ 7.5％ 12.2％ 24.5％ 21.1％ 11.2％ 6.1％ 1.1％ 
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◯住所  

広島市 呉市 廿日市市 東広島市 その他 未回答 

69.0％ 8.5％ 4.4％ 2.4％ 11.6％ 4.1％ 

【主な意見】 

・素晴らしいコラボ企画。呉市にかかわる企画で、改めて知らなかった事に気づかされた。 

（80代・男性） 

・全国を巡回して歴史を継承していく取り組みは大変重要だと思う。（70代・男性） 

・ほんの一部を見て、もっともっと色々な事を知りたい、見たい気持ちになったとても感動する展示だっ

た。（60代・女性） 

・当時の貴重な資料が説明付きで、きちんと紹介され「この世界の片隅に」の世界観を感じられてとても

良かった。（30代・男性） 

・短期開催とは思えない非常に充実した内容に驚いた。作品を通じて呉や広島の歴史を学ぶ事ができ、  

広島でこのような企画展が開催されるのはとても興味深いと思った。予定が合わなかった友人も少なく

なく、また機会があれば広島での開催を希望します。（50代・男性） 

・「この世界の片隅に」のタイトルをよく聞いてはいたが、改めて読む又は映画を見たいと思った。 

昨年、靖国神社へ参拝した折に昭和館を訪れなかった事を残念に思った。次回はぜひ行きたい。 

（80代・女性） 

・「この世界の片隅に」を通して呉の歴史を知る事は興味深かった。戦艦大和が九州の海に今も沈んでいる

所で現実にこのような暮らしがあった事を実感できた。（40代・女性） 

・小学生の娘が食い入るように見ていた。「この世界の片隅に」と現実にあった歴史との一致が興味を  

深くしたのだと思う。（40代・男性） 

・昭和館の存在は知っていたが立地を含めてなかなか伺う機会がなく残念に思っていた。広島で企画展が

ある事を知り、足を運んだ。当時の資料の質感や大きさは、実際に目にすることでしかわからないもの

だと感じた。こうの先生が実際にスケッチされたという残飯シチューも見られて良かった。 

（50代・男性） 

・戦時中の出来事は知っていたが、今回の企画展でより良く知れた。「この世界の片隅に」は学校の図書室

に置いてあるので読んでみようと思う。（小学生・女性） 

・とても見やすい展示だった。ただこの展示が１週間だけとは少々短いように感じる。もう少し会期が長

いと良いかなと思う。この企画展の情報をあまり見かけなかったのでもっと広報が多くても良いのでは

ないかと思う。展示は見応えがあり興味深かった。（20代・女性） 

・戦争はぜったいにしてはいけない事があらためてわかった。（小学生・男性） 

・戦時下でも一般の人々の生活がある。その普通の人の生活がとてもよく分かった。生活する人の一生懸

命生きてきた姿に感動した。（50代・男性） 

 

◎秋田展 令和７年９月２９日（月）～１０月７日（火） 

○回収枚数  1,002枚  

アンケート概要 

◯展示会をどのようにして知ったか 

通りかかって 
チラシ・ポスタ

ーを見て 

新聞・ＴＶ 

・ラジオ 
学校 

他の博物館 

・美術館 
遺族会 

その他 

（未回答含） 

39.7％ 10.5％ 29.0％ 4.6％ 1.1％ 1.1％ 14.0％ 

◯展示内容について 

良い 普通 わかりにくい 未回答 

62.6％ 29.3％ 1.6％ 6.5％ 



35 

 

◯性別 

男性 女性 未回答 

47.5％ 50.7％ 1.8％ 

◯年齢別 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 未回答 

4.8％ 8.3％ 6.6％ 9.7％ 12.0％ 22.3％ 26.9％ 8.3％ 1.1％ 

◯住所  

秋田市内 由利本荘市 五城目市 秋田県内 東京都 神奈川県 秋田県外 
未回答 

(未回答含) 

42.3％ 1.8％ 1.4％ 10.3％ 6.0％ 3.1％ 30.2％ 4.9％ 

【主な意見】 

・戦争直後の配給、不衛生な環境、心が引き裂かれる思いを伝える大事な展示だと思った。 

（30代・男性） 

・小学生だった自分が体験した時代、絶対に忘れられない。（80代・女性） 

・実際に物が展示されているので想像しやすい。（高校生・男性） 

・当時の日本の様子が展示物から伝わってきて身近に感じた。（50代・女性） 

・戦中の資料が見られて良かったと当時に、戦中・戦後の秋田についても知れて良かった。 

（30代・女性） 

・秋田の戦後の風景を見る事ができてとても興味深かった。（高校生・女性） 

・教科書の世界が実際にあった事だと再認識するとともに、よくここまで日本が持ち直したなと感動し

た。（30代・女性） 

・今では考えられない体験をされた方々の想いが感じられる展示内容だった。（高校生・女性） 

・学校では深く習わなかったようなものがありとても興味深かった。（中学生・女性） 

・銃後の暮らしの苦労が分かり、軍人のみならず国民全員への戦争の影響が分かった。（40代・女性） 

・秋田の戦災を伝えるものが文章のみだったので、地図等の資料もあると理解しやすいと思う。戦後の秋

田を知る事ができた写真は良かったと思う。（50代・女性） 

・パネルが多めで、もう少し実物資料があればよかった。（複数意見） 

・秋田は被害が他県よりは少なかった事を初めて知った。（50代・女性） 

・素晴らしい企画、内容。せっかく秋田に来たのだからもっと大々的に宣伝して知らせて欲しい。 

（60代・男性） 

・このような展示を今後も定期的に開催する事が後世への伝承として大切。（70代・男性） 

・もう少し長い期間の展示だとよい。1週間は短い。（複数意見） 

・戦争の悲惨さを知れて良かった。（大学生・女性） 

・思ったより来場者が多く、関心がある人が多いと感じた。次の世代にも伝える事はとても大切。 

（70代・男性） 

・戦後 80年企画、大変参考になった。学校教育の中で伝えられていない内容を知るための良い機会にな

った。（80代・男性） 

・戦後 80年経過し、経験した人がどんどん亡くなっていく。このような企画によって後世に伝えていく

必要があると思う。（60代・男性） 

・書籍等では知り得ない生々しい史実を知る事ができた。また別の資料も見てみたい。（40代・女性） 
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・非常に興味深い内容だった。当時の人たちの大変さや苦労、それを乗り越えようと生きる人たちの様子

が知れてとても良かった。機会があれば戦争についてもっと多くの事を知りたいと思う。 

（中学生・男性） 

・普段は見たり聞いたりする事が少ない内容なので、日本人として知る機会を得た事は良かった。 

（50代・男性） 

 

 

                                 


